
行
き
ま

す
！

 聞きます！ 提
案

し
ま
す
！大分県

商工会連合会

今月のトピックス今月のトピックス
🌼🌼年頭のご挨拶年頭のご挨拶
🌼🌼第62回商工会全国大会第62回商工会全国大会
🌼🌼大分県功労者表彰 叙勲・褒章大分県功労者表彰 叙勲・褒章
🌼🌼青年部県外研修 第22回商工会青年部全国大会青年部県外研修 第22回商工会青年部全国大会
🌼🌼女性部県外研修 第23回商工会女性部全国大会女性部県外研修 第23回商工会女性部全国大会
🌼🌼商工労働対策調査会と商工会長との意見交換研修会を開催商工労働対策調査会と商工会長との意見交換研修会を開催
🌼🌼地域のイチオシグルメVol.19地域のイチオシグルメVol.19
　　別府創作 color-age かま田け（日出町）　　別府創作 color-age かま田け（日出町）
　　鳥たつ（日田市）　　鳥たつ（日田市）
🌼🌼専門家の先生に相談してみよう専門家の先生に相談してみよう
🌼🌼プロフェッショナル人材活用で『攻めの経営』へ転換プロフェッショナル人材活用で『攻めの経営』へ転換
🌼🌼「「FOOD STYLE Kyusyu2022」出展！FOOD STYLE Kyusyu2022」出展！
🌼🌼商工貯蓄共済商工貯蓄共済
🌼🌼クローズアップ・しらしんけんクローズアップ・しらしんけん
　　株式会社 あま乃（豊後高田市）　　株式会社 あま乃（豊後高田市）

表紙写真：深見五重の塔（ふかみごじゅうのとう）表紙写真：深見五重の塔（ふかみごじゅうのとう）
　安心院町出身の糸永貞樹氏が故郷への感謝の念をこめて建立された塔です。　安心院町出身の糸永貞樹氏が故郷への感謝の念をこめて建立された塔です。
故郷である安心院町鳥越の地に、我が国の古き良き伝統を形として郷土に残し故郷である安心院町鳥越の地に、我が国の古き良き伝統を形として郷土に残し
たいと思い、この五重の塔を建てたそうです。見学は自由で、朱塗りの塔が目印、たいと思い、この五重の塔を建てたそうです。見学は自由で、朱塗りの塔が目印、
夜間のライトアップも幻想的です。夜間のライトアップも幻想的です。大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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年頭のご挨拶

年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
分
県
商
工
会
連
合
会

会
　
長
　

利
光
　
直
人

大
分
県
知
事
　

広
瀬
　
勝
貞

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商

工
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
平
素
か
ら
地
域
経
済
の
振
興

と
県
勢
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高
騰

等
、
事
業
者
の
経
営
環
境
が
厳
し

　

商
工
会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
翻
弄
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
後
半
か
ら

は
、
行
動
規
制
の
緩
和
や
旅
行
支

援
等
に
よ
り
、
外
国
人
観
光
客
の

の
牽
引
役
と
し
て
、
会
員
の
皆
様

が
現
下
の
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗

り
越
え
、
事
業
の
持
続
的
な
発
展

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
真
に

頼
ら
れ
る
存
在
を
目
指
し
、
組
織

体
制
の
強
化
や
支
援
機
能
の
拡
充

に
、
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
が
、
会
員
の

皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
っ
て
、

実
り
多
き
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、本
年
も
引
き
続
き
、

地
域
に
お
け
る
唯
一
の
総
合
経
済

団
体
と
し
て
、
ま
た
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
支
援
機
関
と
し
て
、
地
域
経

済
の
発
展
に
向
け
た
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合

会
並
び
に
各
商
工
会
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
、ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

業
者
の
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
急
速
に
進
む
イ
ン
フ

レ
は
、
消
費
行
動
に
大
き
く
影
響

し
、
価
格
転
嫁
が
進
ま
な
い
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
収
益
を

圧
迫
し
、
経
営
の
先
行
き
に
大
き

な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
近
年
相
次
ぐ
自
然

災
害
も
、
事
業
継
続
に
と
っ
て
大

き
な
脅
威
と
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
な

ど
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も
商
工

会
は
、
地
域
経
済
の
振
興
・
発
展

で
コ
ロ
ナ
と
う
ま
く
つ
き
合
い
な

が
ら
、
社
会
経
済
の
再
活
性
化
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
で
、
県
民
、
事

業
者
の
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
明

る
い
年
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
九
州
の
魅
力
を
発
信
す

る
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
」
を
本

年
10
月
に
開
催
す
る
ほ
か
、
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
化
を
目
指
す
大
分

空
港
と
県
都
大
分
市
を
結
ぶ
国
内

唯
一
の
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
来

年
度
中
の
就
航
や
、
令
和
６
年
春

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
等
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
と
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
幾
度
と
な
く

繰
り
返
さ
れ
る
感
染
拡
大
、
と
く

に
今
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
、
い
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
激
な
円
安
や
国
際
的

緊
張
の
高
ま
り
に
よ
る
資
材
供
給

網
へ
の
影
響
な
ど
、
景
気
の
先
行

き
は
不
透
明
感
を
増
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
働
き
方
改
革
や
事
業
承

継
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

い
中
、
各
商
工
会
で
は
事
業
者
の

相
談
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
伴
走
型
で

丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
を
は
じ
め
、
地
域
の
賑
わ
い
創

出
と
事
業
者
の
売
上
拡
大
に
精
力

的
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
経
済

の
再
活
性
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
と
し
て
も「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

受
け
入
れ
再
開
や
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
三
年
ぶ
り
の
開
催
な
ど
、
よ
う

や
く
地
域
が
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
、
正
常
化
に
向
け
た
動
き
が
各

地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

本
会
で
は
、
二
月
に
は
商
工
会

女
性
部
の
全
国
大
会
、
七
月
に
は

同
じ
く
九
州
大
会
を
、
盛
会
に
、

そ
し
て
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

➋



　

令
和
４
年
秋
の
叙
勲
及
び
大
分
県
功
労
者
表
彰
に
お
い
て
、
大
分
県
商
工

会
関
係
者
よ
り
４
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
叙
勲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
で
３
，
９
９
９
名
の
方
が
受
章
さ
れ
、

そ
の
う
ち
大
分
県
関
係
者
は
66
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
分
県
功
労
者
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
３
日
㈭
に
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
77
人
と
９
団
体
の
方
が
受
章
さ
れ
、
そ
の
う
ち

商
工
観
光
労
働
関
係
は
10
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
人
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
、
商
工
業
の
振
興
へ
の
永
年
の
尽
力
が
認
め
ら
れ

て
の
受
章
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。是松　章三

国東市商工会
副 会 長

川野　克喜
宇佐両院商工会

会　　長

令和４年
大分県功労者表彰

令和４年
大分県功労者表彰

河野　孝子
県商工会女性部連合会

理　　事

田　豊美
元庄内町商工会

会　　長

令和４年
大分県功労者表彰

令和４年 秋の叙勲
旭日単光章

大分県功労者表彰 叙勲・褒章令和４年

続
し
て
い
く
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

　
商
工
会
は
、「
会
員
あ
っ
て
の
商
工
会
」

を
念
頭
に
、
一
層
信
頼
さ
れ
る
組
織
を
目

指
し
て
機
能
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
全
国
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
が
希
望
を
持
っ
て
挑
戦
・
成
長
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
事
業
者
支
援
に
全
力

を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。
大
会
で
は
、
次
の

６
項
目
の
実
現
を
図
る
べ
く
決
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

Ⅰ
　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

支
援
に
重
点
を
置
い
た
大
型
経

済
対
策
の
早
期
実
施

Ⅱ
　
地
域
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者

に
対
す
る
支
援
策
の
大
幅
拡
充

Ⅲ
　
小
規
模
事
業
者
等
に
寄
り
添
っ

て
支
援
す
る
商
工
会
の
体
制
強

化

Ⅳ
　
企
業
力
向
上
の
た
め
の
税
制
、

金
融
、
労
務
支
援
等
の
制
度
の

改
正
・
拡
充

Ⅴ
　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の

強
化
及
び
災
害
か
ら
の
復
興

Ⅵ
　
地
域
を
支
え
、
共
に
歩
む
唯
一

の
経
済
団
体
と
し
て
の
商
工
会

の
組
織
力
強
化

　
11
月
10
日
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
全
国
か
ら
商
工
会
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
第
62
回
商
工
会
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
大
会
会
長
の
森
全
国

連
会
長
は
、「
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
、
長
期
化
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

加
え
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
に
よ
る
原
材

料
価
格
の
高
止
ま
り
や
急
激
に
進
行
す
る

円
安
、
さ
ら
に
は
各
地
で
相
次
い
で
い
る

自
然
災
害
等
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、

商
工
会
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
最
も
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
資
金

繰
り
を
は
じ
め
、
各
種
給
付
金
申
請
支
援

や
従
業
員
の
雇
用
確
保
対
策
等
、
様
々
な

支
援
策
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
地
域
を
支
え
る
経
済
団
体
と
し
て
の

存
在
価
値
は
高
ま
っ
て
お
り
、
経
営
力
再

構
築
伴
走
支
援

の
担
い
手
と
し

て
、
大
き
な
社

会
的
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
経
済
の
持

続
的
か
つ
安
定

的
な
発
展
に
寄

与
し
て
い
け
る

よ
う
、
さ
ら
に

体
制
を
強
化
し
、

伴
走
支
援
を
継

第第
6262
回回  

商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
全
国
大
会

１　

事
業
推
進
優
良
商
工
会

組
織
統
一
推
進
枠
部
門

（
会
員
増
強
運
動
）

　

野
津
原
町
商
工
会

　

会
員
福
祉
共
済
部
門

　

国
東
市
商
工
会

２　

優
良
商
工
会

　

野
津
原
町
商
工
会

　

野
津
町
商
工
会

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

３　

役
員
功
労
者

野
村
彰
・
平
山
起
吉
（
中

津
市
し
も
げ
）、
野
上
良

一
（
西
国
東
）、
琴
谷
信

隆
・
長
野
晴
雄
・
梶
原

俊
二
・
森
重
俊
・
佐
藤

清
香
（
玖
珠
町
）、
武
石

耕
一
郎
（
九
重
町
）、
塩

月
彰
一
（
佐
伯
市
番
匠
）

４　

優
良
青
年
部

日
出
町
商
工
会
青
年
部
、

玖
珠
町
商
工
会
青
年
部

５　

優
良
女
性
部

日
出
町
商
工
会
女
性
部
、

野
津
原
町
商
工
会
女
性

部
６　

青
年
部
功
労
者

岡
本
浩
明
（
杵
築
市
）、

安
部
政
児
（
九
重
町
）

７　

女
性
部
功
労
者

河
野
由
利
（
野
津
原
町
）、

竹
田
由
加
（
野
津
町
）

➌



　

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
安
部
政
児
会
長
）
は
、

11
月
15
日
・
16
日
に
熊
本
県
の
熊
本
城
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
、「
第
22
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
熊
本
大
会
）」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
か
ら
の
85
人
を
含
む
全
国
か
ら
約
２
，

９
４
０
人
の
青
年
部
員
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

組
織
及
び
事
業
推
進
が
優
秀
で
あ
り
、
他
の
模
範
と

な
る
青
年
部
員
に
送
ら
れ
る
全
国
連
顕
彰
「
人
づ
く
り

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
部
門
」
に
お
い
て
、
国
東
市
商
工
会
青

年
部
の
松
林
智
宜
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い

た
代
表
者
が
発
表
を
行
い
、「
詐
欺
撲
滅
と
事
業
の
活
性

化
の
実
現
」
と
題
し
て
発
表
し
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
代

表
の
峯
岸
成
禎
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
全
青
連
の
石
倉
大
裕
会
長
が
、「
青

年
部
の
可
能
性
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
47
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
の
県
青
連

旗
が
掲
げ
ら
れ
、
一
体
感
に
包
ま
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
度
は
11
月
15
日
・
16
日
に
群
馬
県
（
Ｇ
メ
ッ
セ

群
馬
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
青
年
部
員
の
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

青
年
部
県
外
研
修

青
年
部
県
外
研
修

第第
2222
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

（
熊
本
大
会
）

女
性
部
県
外
研
修

女
性
部
県
外
研
修

第第
2323
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

（
宮
城
大
会
）

　

10
月
26
日
・
27
日
、
女
性
部
県
外
研
修
を
実

施
し
、
県
内
女
性
部
長
等
42
名
参
加
の
下
、「
第

23
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
み
や
ぎ
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

全
女
性
連
事
業
表
彰
で
は
、
昨
年
度
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
大
分
県
が
女
性
部
全
国
大
会
を

開
催
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
状
が
後
藤
政
子
県
女

性
連
会
長
へ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
や
特
産

品
を
使
っ
た
商
品
開
発
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女

性
部
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
、
今
後
の
女
性
部

活
動
の
参
考
と
な
る
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
秋
保

神
社
や
秋
保
大
滝
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
お

も
て
な
し
を
担
当
し
た
女
性
部
員
に
お
出
迎

え
、
お
見
送
り
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

３
日
間
、
け
が
な

ど
な
く
充
実
し
た
県

外
研
修
を
実
施
で
き

ま
し
た
。

表彰を受ける松林さん

感謝状を授与される後藤政子会長

大会フィナーレ

県外研修に参加した女性部員

　

12
月
６
日
、
県
内
の
商
工
会
長
は
、
大
分
県
議
会
自
民
党
会

派
の
商
工
労
働
対
策
調
査
会
（
会
長　

三
浦
正
臣
氏
）
と
意
見

交
換
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
継
続
開
催
さ
れ
て
お
り
、

商
工
会
に
よ
る
経
営
改
善
普
及
事
業
、
及
び
地
域
総
合
振
興
事

業
の
取
り
組
み
事
例
等
を
通
じ
て
、
商
工
会
の
役
割
や
活
動
内

容
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、必
要
な
助
言
等
を
受
け
、

課
題
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
商
工
会
や
地
域
事
業

所
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
等
も
行
い
、
今
後

の
商
工
会
活
動
の
充
実
、
強
化
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
例
発
表
で
は
、
国
東
市
商

工
会
の
会
員
企
業
で
あ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

潜
水
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
伊
賀
正

男
氏
に
よ
る
「
経
営
革
新
承
認
後
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
」
と
、
宇
佐
両
院
商

工
会
の
三
ケ
田
佳
隼
経
営
指
導
員
に
よ

る
「
有
限
会
社
中
荘
製
畳
へ
の
伴
走
型

支
援
に
つ
い
て
」
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、

は
じ
め
に
商
工
連
か
ら
の
要
望
、
続
い

て
、
国
東
市
商
工
会
、
九
重
町
商
工
会

か
ら
の
要
望
、
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
の

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
の
方
々
と
の
活
発
な
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
、
三
浦
商
工
労
働
対

策
調
査
会
長
か
ら
は
、
要
望
項
目
に
対

し
、
丁
寧
な
ご
回
答
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
心

強
い
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
労
働
対
策
調
査
会
と

商
工
労
働
対
策
調
査
会
と

商
工
会
長
と
の

商
工
会
長
と
の
意
見
交
換
研
修
会
を
開
催

意
見
交
換
研
修
会
を
開
催ヘルメット潜水㈱

代表取締役 伊賀正男氏
三浦正臣

商工労働対策調査会長
宇佐両院商工会
三ケ田経営指導員

➍



からあげ（100ｇ）････････････ 200円（税込）

鮎のうるか（80ｇ）･････････ 1，000円（税込）

別府創作 color-age かま田け

鳥たつ

天瀬名物、自慢の一品！
地元玖珠川産

天然の鮎を使用いたしました。

　天ヶ瀬温泉旅館街入口にあり、玖珠川のほとりにたたずむ
お店です。
　名物のからあげは、おかずはもちろんお酒のおつまみにも
ピッタリ！温泉街の散策のおともにいかがですか？玖珠川で
とれた新鮮な地鮎、地元産のすっぽんも多くのお客様に喜ん
でいただいています。また、川漁師の店主手作りの天然鮎のう
るかは、滑らかな触感と深い滋味をたたえた薫り高い逸品！
　天瀬のグルメは鳥たつにお任せください！

大分県日田市天瀬町桜竹 667-2
（天瀬振興局横）
☎0973-57-2026
営業時間：9：00～18：00※売切れ次第閉店。
定休日：月曜日／駐車場：3 台
座席数：なし（テイクアウトのみとなります）

　日出町にあるからあげテイクアウト専門店です。
　からあげやとり天など数多くの種類の商品を提供していま
す。また、弁当も豊富に取り揃えており、中でもイチオシメ
ニューの「彩りからあげ弁当」は５種類のからあげを一度に味
わえる弁当となっております。また、定番のからあげやとり天だ
けでなく日替わりでユニークなからあげやバラエティに富んだ
商品も数多く用意しています。
　別府温泉水を加えた秘伝のタレに丸１日漬け込み、米油を
使ってじっくり揚げたからあげは外がカリッと、中はトロッとし
た絶品の仕上がりとなっています。ガッツリ系を好む方から女性
まで人気のからあげ専門店です。
　お店の近くに立ち寄られた
際には、是非一度、ご賞味く
ださい。

大分県速見郡日出町 3888-5
☎0977-72-8338
営業時間：11:00 ～ 19:00
　　　　（L.O18：50）
　　　　※在庫がなくなり次第終了
定休日：水曜日
　　　　（祝日の場合は通常営業）
　　　　※不定休で臨時休業あり
駐車場：あり
座席数：なし

HP:https://www.beppu-karaage-kamadake.com

からあげ 単品各2個～･･････････ 180円（税込）

タレから系 単品各４個 ･････････ 360円（税込）

とり天 単品4個････････････････ 370円（税込）

彩りからあげ弁当（Mサイズ）････ 500円（税込）

「
旨
だ
れ
鶏
・マ
ヨ
か
ら
・
鶏
チ
リ
・バ
ジ

ル
鶏
・
甘
酢
ど
り
・
ゴ
マ
に
ん
に
く
鶏
・

鶏
マ
ス
タ
ー
ド
・
明
太
チ
ー
ズ
鶏
」

お
好
き
な
味
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

リピート率№１！

鶏モモ肉を“かま田け”秘伝のタレに
一日漬け込んだ定番の一品！

別府名物とり天を“かま田け”風に
アレンジ。鶏モモ肉を和風ダレに

一晩漬け込み、中はしっとり
外はサクサクな仕上がりに！

“かま田け”の人気からあげ５種類を
一度に味わえる、店主イチオシのお弁当！

しょうゆ・塩・カレー・
ゆず胡椒・のり塩・
塩麹醤油（鶏ムネ）

日替わり

地域のイチオシグルメ
vol.
19

➎



商品開発、デザイン、SNS、会計、税務、事務作業…などなど経営には様々な悩みがつきもの。
そんなお悩みに対し、専門的な知識を持った先生があなたの事業所へ出向いてお話を聞き、一緒に解決策を考えます。

大分県商工会連合会には、現在約280名の、幅広い分野の専門知識を有した先生が登録されています。
お困りのことがあれば、まずはお気軽に商工会職員へご相談ください！

プロフィール

先生からひとこと

支援例を教えてください

食材・料理・食文化・飲食店設計・HACCP対応・ペット
食まであらゆる「食」に関しての専門資格を取得しており
360度、専門的な支援ができる体制を整えております。ま
た関東から移住した経験より、大分県内の食材や商品を客
観的な目線でご助言させていただきます！

佐伯市で採れた規格外のウニをウニ醤油として加工を
した調味料のレシピ開発・スチール撮影まで行いまし
た。どんな方に食べて戴きたい商品かヒアリングし、子
どもから大人まで好む和洋折衷なスイーツまでを網羅
するレシピをご提案しました。その後、レシピのデザイ
ン案やターゲット像をお伺いし、スチール撮影を行い
ました。第１弾のレシピ集が好評で第２弾のレシピ集
まで発行し、東急ハンズでの取り扱い時の配布、おんせ
ん県おおいた味力おもてなし商品　最優秀賞受賞、む
らおこし特産品コンテスト【食品部門】中小企業庁長官
賞受賞など各種受賞等の販促品として貢献をし、喜び
のお声をいただきました。

千葉県船橋市出身。松下電工（現：Panasonic）東京本社
ハウジングアドバイザー、東京歯科大学研究補助員を経
て結婚を期に大分県へ移住。大分大学医学部にて癌研究
に携わる傍ら、塩ソムリエ、HACCPコーディネーターな
ど15種類の食専門資格を取得。2019年に合同会社
FUKUOを設立。商品開発やメニュー開発を主とする
フードディレクション事業・食文献調査等を行う食文
化史事業・飲食店デザイン事業・塩事業を主な事業形
態とし、またTV番組や映画の料理監修、雑誌新聞のレシ
ピ連載なども数多く手掛けています

新商品のパッケージデザインを
オシャレにしたいなぁ…

インスタグラムの投稿をしているのに、
お客さんが増えないなぁ…

経理の方法を見直したいけど、
どうしていいか分からない…

あなたの事業所で困っていることを、専門家の先生がいっしょに考え、解決に導いてくれます！

専門家の先生に
　　　相談してみよう

木村 真琴 先生

0120 -
299 -233

経営者の皆様　“必見”

プロフェッショナル人材活用で『攻めの経営』へ転換
例えば、このようなお悩みはありませんか？

◎後継者や右腕がいない　　　　　　　◎高齢化により中堅の人材がいない
◎専門職の人手不足で困っている　　　◎経験者や資格者が不足している
◎異分野・異業種に事業展開したい　　◎海外との取引展開をしたい
◎新たな販路拡大をしたい　　　　　　◎人事制度の見直しに着手したい　　……などなど。

　我々、大分県プロフェショナル人材活用センターは、大分県商工

観光労働部からの委託を受けて、県内の中堅・中小企業様とプロ

フェッショナル人材とのマッチング実現に向けてサポートいたします。

～ 相談無料にて、お気軽にご活用ください ～

お問合せ先お問合せ先

大分県プロフェッショナル人材活用センター
〒875-0035　大分県大分市中央町3-6-11
TEL 097-576-8309　　FAX 097-576-8306

➏



大分県火災共済協同組合
医療総合保障共済

TEL　097-537-7122

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済

中小企業を支援する
「確かな公的保証人」

0120-887-364フリーダイヤル

（けんしん）

大分県信用組合はグリーンファイナンス宣言を行いました！

【お使いみち】 設備資金・運転資金

※詳しくは下記フリーダイヤルまでお問い合わせください

【お申込みいただける方】
●大分県内のエコアクション21登録企業・個人事業者
●カーボンニュートラルへの取組に積極的な企業・個人事業者

□　手数料がおトク！
□　来店不要で便利！
□　安心のセキュリティ！

くわしくは営業店窓口まで

法人・個人
事業主向けインターネットバンキング

つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

　
11
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭
の
2
日
間
、
福
岡
市
の

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
に
て
、「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｅ 

Ｋ
ｙ
ｕ
ｓ
ｙ
ｕ 

２
０
２
２
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
は
、「
オ
ー
ル
お
お
い
た
　
こ
だ
わ

り
逸
品
展
」
と
し
て
41
社
が
出
展
し
、
地
域
の
魅

力
あ
る
商
品
の
販
路
開
拓
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
の
開
催
で
し
た

が
、
２
日
間
で
約
1
５
，
０
０
０
人
の
来
場
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
出
展
者
か
ら
は
、「
商
談
会
に
向
け
た
事
前
対

策
の
お
か
げ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
良
い

商
談
が
で
き
た
。」
と

好
評
で
し
た
。

「FOOD STYLE Kyusyu 2022」出展！「FOOD STYLE Kyusyu 2022」出展！

➐



クローズ
　　アップ 地域で頑張っている事業所を紹介

します
！

１
月
号
V
o
l.3
2
4

令
和
五
年
一
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

どのようなお店ですか？
　当社は、豊後高田市の旧香々地町に
て、約100年続く「旅館梅乃屋」を営
んでおります。魚料理、特に “ ふぐ料理 ”
を売りとし、他にも無農薬野菜、おお
いた和牛等こだわりの食材を提供し、
“ 地産地消の料理が美味しい宿 ” として
地域の食を支えてきました。コロナ禍
で大きな影響を受けましたが、新たな
挑戦として、2022年７月、市内中心地
に「胴搗自家製粉手打蕎麦 地慈－ Jiji －」
をオープン。合わせて法人成りを行い、
現在は、蕎麦屋と旅館という２本柱を
軌道に乗せるべく、家族総出で邁進中
です。

お困りのことはありますか？
　コロナ禍で経営は厳しい状態に陥りました。当社周辺には長崎鼻、真玉
海岸といった観光地が所在し、コロナ禍でも比較的観光客が来ていました
が、旅館で提供する食材は高級食材で価格帯が合わず、観光市場を逃すと
いう機会ロスが生じておりました。さらに、今後も地域の高齢化や人口減
少が続くと想定される中では、地域の宴会や冠婚葬祭需要の大きな回復は
見込めず、長期的には売上減少の一途を辿ることが予期されました。まさ
にビジネスモデルの見直しと、新たな取り組みの開始が必要でした。

商工会からどのようなサポートを受けましたか？
　西国東商工会の支援の下、観光客をターゲットに新たな誘客方法を採
り、旅館にも相乗効果を得られる長期計画の策定に取り組みました。その
計画の中で、事業再構築補助金を活用し、新事業である蕎麦店の開業に動
き出しました。開業に合わせ事業承継と法人成りを行いましたが、その際
にも大分県事業承継・引継ぎ支援センターと協働でご支援いただきました。
2022年6月には、指導員からの勧めで大分県経営革新計画の承認を受け、
新事業に公的なお墨付きをいただいたことが大きな自信になりました。蕎
麦は豊後高田市の特産品ということもあり、開店以来、観光客へ訴求が出
来ていると感じています。今までは長年の経験・感覚で漠然と経営を行っ
ていましたが、事業計画を策定したことで、事業の見直しが出来、取り組
むべき課題や問題点が明確になりました。
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地域ブランドの蕎麦を強みに 老舗の新たな姿を描く　　　　　

今後の目標は？
　まずは新事業を軌道に乗せるのが第一です
が、その後は蕎麦打ち職人の雇用・育成を行い、
将来的には蕎麦の生産も視野に入れています。
当社から豊後高田の蕎麦を全国に発信してい
きたいと考えています。蕎麦でファンになっ
てくれたお客様が、旅
館にも足を運んでくれ
る、点と点を繋げる観
光動線の役割を果たす、
そんな未来を思い描い
ています。


